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平成 24年度 当初予算 P3

P29Be Ambitious 江口 綾乃さん（上小口）

P11大口町がん検診のお知らせ

P26まちの話題

P28親子自然体験教室 参加者募集

子どもが大好き！

堀尾跡公園で開催された金助桜まつりに、今
年も多くの人が訪れました。松江城姉さま鉄砲
隊による火縄銃の実演がおこなわれ、大きな音
が公園に響きわたり、まつりを盛り上げました。

大口町は、今年町制50周年です

昔も現在
い ま

も未来もずっと
愛があふれる みんなの大口
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江口医院

さくら総合病院 さくら総合病院寺田循環器科・内科

神尾外科

・おはなし会（21）
・心配ごと相談（22）

・10か月児健診（13）
・歩く健康のつどい（13）
・しなやかお達者の会豊田（13）

・3歳児健診（13）
・南・北保育園庭開放（17）

栄徳医院

やまだクリニック

・歩く健康のつどい（13）
・しなやかお達者の会豊田（13）
・西・北保育園庭開放（17）

・子育て相談室（13） ・中保育園庭開放（17）・4か月児健診（13）
・助産師相談（13）
・家庭児童相談（22）
・登記相談（22）
・心配ごと相談（22）

・生ポリオワクチン（12）
・健康相談（13）
・口腔相談（13）
・ひだまりの会（13）

・本・雑誌のリサイクル（21）

・歯科健診（13）
・らくらく離乳食教室（13）
・多重債務者相談（22）
・心配ごと相談（22）

・生ポリオワクチン（12）
・健康相談（13）
・口腔相談（13）

・1歳6か月児健診（13）
・しなやかお達者の会余野（13）
・消費生活相談（22）
・ワークセンター説明会（23）

・普通救命講習会（8）・母子健康手帳交付説明会（13）
・法律相談（22）
・親子ふれあい広場（25）

・ＢＣＧ（12）
・健康相談（13）
・口腔相談（13）
・ひだまりの会（13）

・健康相談（13）
・口腔相談（13）
・さくら大学（23）

・中・西保育園庭開放（17）

・親子ふれあい広場（25）
・結核・肺がん（11）
豊田・秋田・外坪・
大屋敷学共施設

・結核・肺がん・胃がん
・前立腺がん（11）
保健センター

・南保育園庭開放（17）
・結核・肺がん（11）
河北学供施設
上小口学供施設
下小口学共施設

・結核・肺がん（11）
中小口地区コミュニティセンター
さつきケ丘集会所
余野学共施設

・母子健康手帳交付説明会（13）
・しなやかお達者の会余野（13）
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※（ ）内はページ数です ※児童センターの行事予定については「児童センターだより」をご覧ください

税務課収納窓口の延長 25日（金）午後7時まで
開設 6日（日）午前10時から午後2時

●軽自動車税（全期）
●国民健康保険税（1期）
●介護保険料（1期）

納期限：5月31日（木）

携帯電話からの登録方法
携帯電話から下記メールアドレスへ空メールをお送り

ください。送信された携帯電話のメールアドレスあてに
「本登録」の手順をご案内します。

oguchi@entry.mail-dpt.jp

※QRコードを使用できる機種をお持
ちの方は右のQRコードをお使いく
ださい。

あなたのお手元に災害時の緊急情報をお知らせする！

あんしん・安全ねっとあんしん・安全ねっと
防災・防犯メール配信サービス

戸籍保険課
窓口延長日

9日（水）
23日（水）午後7時まで

業務内容：住民票、印鑑登録証明
戸籍証明書（謄本、抄本のみ）の発行、印鑑登録事務

月 日 病院・医院名 電 話

5月3日 寺田循環器科・内科 92-3331

4日 さくら総合病院 95-6711

5日 さくら総合病院 95-6711

6日 神尾外科 93-0137

13日 江口医院 93-2626

20日 栄徳医院 93-7068

27日 やまだクリニック 94-1333
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会 計 24年度 23年度 増減額 増減率
一般会計

合 計

特別会計
国際交流事業

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

公共下水道事業

農業集落家庭排水事業

土地取得

社本育英事業

73億 7,000 万円

42億 433 万円

541 万円

20億 6,110 万円

1億 8,482 万円

9億 7,705 万円

9億 4,145 万円

2,927 万円

18万円

505万円

115億7,433万円

93億 6,000 万円

39億 2,158 万円

561 万円

20億 5,350 万円

1億 7,242 万円

7億 9,650 万円

8億 6,425 万円

2,376 万円

20万円

534万円

132億8,158万円

▲ 19億 9,000 万円

2億 8,275 万円

▲ 20万円

760万円

1,240 万円

1億 8,055 万円

7,720 万円

551 万円

▲2万円

▲ 29万円

▲17億 725万円

1億 544 万円
240 万円
2,142 万円
6,550 万円
562 万円
1,050 万円
749 万円

4億 5,064 万円
26万円
43万円

8,503 万円
281 万円
47万円

5,696 万円
5,500 万円

▲ 21.3％

7.2％

▲ 3.6％

0.4％

7.2％

22.7％

8.9％

23.2％

▲ 10.0％

▲ 5.4％

▲ 12.9％

会計別予算規模会計別予算規模会計別予算規模

主な新しい取り組み主な新しい取り組み等等主な新しい取り組み等

平成24年度

当初予算当初予算
町制50周年という節目の年を迎える平成24年度の当

初予算は、先人から引き継がれてきた豊かな財産を堅実
な財政運営で守り、将来に向けた取り組みを確実に進め、
今以上に魅力と活力のある大口町となることを目指して
編成しました。24年度の新規事業等、主な取り組みは
次のとおりです。

予算編成にあたって

地域防災拠点からひろがる防災まちづくり計画

町制 50周年記念事業
南小学校建設工事（プール、グラウンド等）
地域活力創造事業
農力造進事業化研究
町道小口線用地購入
幼稚園児等の主食代相当分補助
防犯灯増設および LED化
学校給食費の半額公費負担
明日のまちづくり基金積立金

1

2
※3
4
※5
6
※7
※8
※9
★10

印は、町長マニフェスト関連施策です。
町長給与30％減額分（500万円）と職員手当（地域手当）の廃止による減額分（5,000万円）を基金に積み立てます。

※
★

（仮称）さつきケ丘集会場建設工事設計
小型動力ポンプ付消防積載車3台購入
防災行政無線のデジタル化工事
調整池の流量、貯留量監視システム導入
中央公民館耐震補強工事設計

平成2４年度 当初予算平成2４年度 当初予算
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会 計 24年度 23年度 増減額 増減率

主な増減要因主な増減要因主な増減要因

歳入（一般会計）

国庫支出金

繰入金
町債

南小学校校舎、体育館の工事完了に伴う減額

南小学校校舎、体育館の工事完了に伴う減額
南小学校校舎、体育館の工事完了に伴う減額

▲ 2億 1,471 万円

▲ 6億 4,000 万円
▲ 9億円

町税

地方譲与税

各種交付金等

地方交付税

分担金および負担金

使用料および手数料

国庫支出金

県支出金

繰入金

諸収入等

町債

合計

45億 5,881 万円

1億 400 万円

4億 2,170 万円

1,800 万円

1億 536万円

5,644 万円

5億 5,822 万円

3億 3,497 万円

8億 577万円

3億 673万円

1億円

73億 7,000 万円

▲ 2億 2,398 万円

1,130 万円

▲ 1,050 万円

700 万円

36万円

107万円

▲ 2億 9,373 万円

▲ 7,105 万円

▲ 5億 1,918 万円

871 万円

▲ 9億円

▲ 19億 9,000 万円

▲ 4.7％

12.2％

▲ 2.4％

63.6％

0.3％

1.9％

▲ 34.5％

▲ 17.5％

▲ 39.2％

2.9％

▲ 90.0％

▲ 21.3％

47億 8,279 万円

9,270 万円

4億 3,220 万円

1,100 万円

1億 500万円

5,537 万円

8億 5,195 万円

4億 602万円

13億 2,495 万円

2億 9,802 万円

10億円

93億 6,000 万円

歳入（一般会計）構成比

介護基盤整備事業が完了したことに伴う減額
緊急雇用対策事業が終了したことに伴う減額

▲ 4,375 万円
▲ 2,704 万円

県支出金

町税
61.9％

分担金および負担金 1.4％

使用料および手数料 0.8％

繰入金
10.9％

諸収入税等 4.2％

地方交付税 0.2％

各種交付金等 5.7％

国庫支出金 7.6％ 町債 1.4％

依存依存
財源財源

20.8％20.8％

依存
財源

20.8％

自主財源
79.2％

県支出金 4.5％

地方譲与税 1.4％

平成24年度 当初予算平成24年度 当初予算
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より詳しく知りたい方、興味を持たれた方は
平成24年度当初予算をより詳しく紹介した「ま
ちの財布」を発行しています。この「まちの財布」
では、今年度取り組む主な事業
の内容や人件費、町の貯金や借
金等の動向を説明しています。
ご希望の方には、役場で配布

または郵送いたしますので、役
場政策推進課までお問い合わせ
ください。また、「まちの財布」
は町ホームページでもご覧いた
だくことができます。

会 計 24年度 23年度 増減額 増減率

主な増減要因主な増減要因主な増減要因

歳出（一般会計）

議会費
民生費

労働費
農業費

教育費

▲1,310 万円
▲1億 3,934 万円

▲3,552 万円
837 万円

▲18億 7,048 万円

議員年金廃止に伴う共済費の減額
子ども手当制度改正に伴う減額

緊急雇用対策事業が終了したことに伴う減額
用排水路台帳整備による増額

南小学校校舎、体育館の工事完了に伴う減額

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

予備費等

合計

1億 4,159 万円

9億 9,573 万円

22億 3,498 万円

6億 2,346 万円

421 万円

1億 2,385 万円

1億 64万円

10億 2,996 万円

4億 9,276 万円

13億 7,833 万円

2億 2,949 万円

1,500 万円

73億 7,000 万円

▲ 1,347 万円

▲ 3,119 万円

▲ 1億 532 万円

▲ 1億 370 万円

▲ 3,564 万円

1,724 万円

▲ 2,426 万円

▲ 1,299 万円

1億 2,826 万円

▲ 18億 2,199 万円

1,306 万円

0万円

▲ 19億 9,000 万円

▲ 8.7％

▲ 3.0％

▲ 4.5％

▲ 14.3％

▲ 89.4％

16.2％

▲ 19.4％

▲ 1.2％

35.2％

▲ 56.9％

6.0％

0％

▲ 21.3％

1億 5,506 万円

10億 2,692 万円

23億 4,030 万円

7億 2,716 万円

3,985 万円

1億 661 万円

1億 2,490 万円

10億 4,295 万円

3億 6,450 万円

32億 32万円

2億 1,643 万円

1,500 万円

93億 6,000 万円

歳出（一般会計）構成比

衛生費

消防費

江南丹羽環境管理組合のごみ処理施設補修工事完了に伴う減額
健康管理システム導入が完了したことに伴う減額

防災行政無線のデジタル化工事
防災用備品購入費
小型動力ポンプ付消防積載車３台購入

▲5,343 万円
▲1,360 万円

6,550 万円
2,748 万円
2,142 万円

総務費
13.5％教育費

18.7％

議会費 1.9％

民生費
30.3％

衛生費
8.5％

労働費 0.1％

商工費 1.3％
土木費
14.0％

消防費 6.7％

公債費 3.1％

農業費 1.7％

予備費等 0.2％

平成2４年度 当初予算平成2４年度 当初予算



●
進
む
開
発
と
高
ま
る
浸
水
被
害
の
可
能
性

田
や
畑
な
ど
に
は
、
雨
水
を
一
時
的
に

貯
め
た
り
、
地
下
に
浸
透
さ
せ
る
機
能
が

あ
り
、
河
川
へ
の
雨
水
の
流
出
量
を
抑
え

る
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
日
で
は
開
発
が
進
み
、
地

表
面
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

に
覆
わ
れ
、
河
川
へ
短
い
時
間
で
多
く
の

雨
水
が
入
る
た
め
、
洪
水
や
低
い
土
地
で

の
浸
水
被
害
の
危
険
性
が
増
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
田
や
畑
を
適
正
に
保
全
し

て
い
く
こ
と
が
、
河
川
や
下
水
道
等
の
整

備
と
共
に
非
常
に
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
浸
水
被
害
を
防
ぐ
総
合
治
水
対
策

洪
水
や
浸
水
を
防
ぐ
た
め
、
川
幅
を
拡

げ
た
り
、
川
底
を
掘
る
な
ど
の
河
川
の
改

修
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
、
急
激
な
開
発
に
よ
っ
て
増
加
す
る

雨
水
を
安
全
に
流
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
流
域
内
に
雨
を
貯
め
た
り
地
下

に
浸
透
さ
せ
る
施
設
を
造
り
、
河
川
に
一

度
に
入
っ
て
く
る
雨
水
の
量
を
減
ら
す
こ

と
が
必
要
で
す
。

●
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法

の
適
用
（
平
成
１８
年
１
月
１
日
か
ら
）

新
川
流
域
で
は
「
総
合
治
水
」
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
平
成
１２
年
の
東
海
豪
雨

で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、

さ
ら
に
強
力
な
「
総
合
治
水
対
策
」
が
必

要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
１８
年
１
月
１
日
か
ら
新

川
流
域
を
「
特
定
都
市
河
川
流
域
」
に
指

定
し
、
次
の
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。

①
雨
水
浸
透
阻
害
行
為
の
許
可
な
ど

田
畑
な
ど
締
め
固
め
ら
れ
て
い
な
い
土

地
で
５
０
０
㎡
以
上
の
開
発
を
お
こ
な
う

場
合
は
、
愛
知
県
知
事
の
許
可
が
必
要
で

す
。
技
術
的
基
準
に
従
っ
た
雨
水
貯
留
浸

透
施
設
の
設
置
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

②
流
域
水
害
対
策
計
画
の
策
定

町
と
県
、
河
川
と
下
水
道
が
共
同
し
て
、

総
合
的
な
浸
水
被
害
対
策
を
推
進
す
る
計

画
を
策
定
し
、
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
な

お
、
計
画
は
平
成
１９
年
１０
月
に
公
表
さ
れ

て
い
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
、「
新
川
・

境
川
流
域
総
合
治
水
対
策
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

③
保
全
調
整
池
の
指
定

こ
れ
ま
で
に
宅
地
開
発
指
導
要
綱
な
ど

に
基
づ
い
て
整
備
さ
れ
た
既
設
の
防
災
調

整
池
を
保
全
調
整
池
と
し
て
指
定
し
、
保

全
を
図
り
ま
す
。

④
都
市
洪
水
想
定
区
域
お
よ
び

都
市
浸
水
想
定
区
域
の
指
定

河
川
の
氾
濫
や
低
地
の
浸
水
が
想
定
さ

れ
る
区
域
を
指
定
し
、
区
域
に
お
け
る
円

滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

●
皆
さ
ん
に
も
で
き
る
こ
と

総
合
治
水
は
、
国
や
県
、
町
だ
け
で
全

て
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え

ば
、
家
を
建
て
る
と
き
に
「
浸
透
マ
ス
」

を
設
置
し
た
り
「
透
水
性
舗
装
」
に
す
る

こ
と
や
、
新
た
に
下
水
道
に
接
続
す
る
と

き
に
は
、
家
庭
の
浄
化
槽
を
雨
水
貯
留
浸

透
施
設
へ
転
用
す
る
な
ど
、
家
庭
の
皆
さ

ん
の
協
力
も
必
要
で
す
。
ま
た
、
風
呂
水

を
落
と
す
タ
イ
ミ
ン
グ
は
降
雨
時
を
避
け

ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
、

総
合
治
水
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ボ
ー
ド
フ
ェ
ア

皆
さ
ん
に
総
合
治
水
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ボ
ー
ド
フ
ェ
ア

を
開
催
し
ま
す
。

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階

町
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー

期
間

６
月
３０
日
貍
か
ら
７
月
５
日
貅

●
総
合
治
水
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

総
合
治
水
に
関
す
る
情
報
は
、「
新
川
・

境
川
流
域
総
合
治
水
対
策
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.sougo-chisui.jp

問
合
せ
先

役
場

建
設
農
政
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
６
７

浸
透
マ
ス

透
水
性
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
作

っ
た
雨
水
マ
ス
で
す
。
浸
透
マ
ス
を
使
う

と
、
雨
水
は
大
地
に
浸
み
込
む
た
め
、
川

に
流
れ
る
雨
水
の
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

透
水
性
舗
装

雨
水
が
舗
装
の
中
を
通
り
抜

け
、
地
中
に
浸
み
込
む
舗
装
で
す
。

総
合
治
水
を
ご
存
じ
で
す
か
？

５
月
１５
日
貂
か
ら
２１
日
豺
は
総
合
治
水
週
間
で
す

「新川流域の特定都市河川
浸水被害対策法のシンボルマーク」
このシンボルマークは、

雨のしずくを受け、水を貯め、
緑をはぐくむことをイメージしたものです。
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大
口
町
は
全
域
が

特
定
都
市
河
川
流
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。



皆
さ
ん
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

平成24年度 区長名簿（敬称略）
区 名 氏 名 主な大字・丁目（詳しくは区長さんにお尋ねください）

秋 田 秋田一丁目～四丁目、伝右一丁目～二丁目、
替地一丁目～三丁目

豊 田 宮川 勉
つとむ 豊田一丁目～三丁目、御供所一丁目～三丁目、

奈良子一丁目～三丁目、堀尾跡一丁目～三丁目、大字豊田

大屋敷 野田 英明
ひであき 大屋敷一丁目～三丁目、大御堂一丁目、

高橋一丁目～二丁目、丸一丁目～二丁目

外 坪 藤田 金生
かねき

外坪一丁目～五丁目

河 北 水野 善久
よしひさ 河北一丁目～三丁目、仲沖一丁目～二丁目、二ツ屋一丁目～二丁目、

大字河北

余 野 吉田 正司
まさし

余野一丁目～六丁目

上小口 藤川 義廣
よしひろ 上小口一丁目～三丁目、萩島一丁目～二丁目、

大字小口字金三西・上山伏

中小口 重田 輝一
てるかず 中小口一丁目～五丁目、新宮一丁目～二丁目、城屋敷二丁目、

大字小口字下之段・下山伏・城屋敷・地蔵堂・定光寺・馬場・山中・宮之前

下小口 渡邊 弘和
ひろかず

下小口一丁目～七丁目、竹田一丁目～三丁目

垣 田 武田 静雄
しずお

垣田

さつきケ丘 木野 宏
ひろし

さつきケ丘一丁目～二丁目

納
税
猶
予
制
度
の
お
知
ら
せ

やすはる

新
校
長
先
生
の
紹
介

歴
史
と
伝
統
あ
る
南
小
学
校
に
お
世
話
に
な
る
こ
と

に
な
り
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

新
校
舎
の
ふ
れ
あ
い
階
段
や
図
書
館
で
目
を
輝
か
せ

な
が
ら
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
を
見
て
、
こ
の
学
校
に
勤
め

る
こ
と
の
で
き
る
幸
せ
に
心
が
躍
り
ま
し
た
。
新
し
い

施
設
を
し
っ
か
り
と
活
用
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
、
毎

日
わ
く
わ
く
し
て
登
校
で
き
る
明
る
く
温
か
い
学
校
づ

く
り
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
皆

様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
口
南
小
学
校

千
田
正
仁
先
生

わ
く
わ
く
し
て
登
校
で
き
る
学
校
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山田

農
地
に
は
相
続
税
納
税
猶
予
制
度
が
あ
り

ま
すこ

れ
ま
で
は
、
自
ら
が
農
業
を
お
こ
な

っ
て
い
な
け
れ
ば
相
続
税
納
税
猶
予
制
度

の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
平
成
２１
年
１２
年
１５
日
か
ら
、
市

街
化
区
域
外
の
農
地
に
限
り
、
農
地
の
貸

付
け
を
お
こ
な
っ
た
場
合
で
も
制
度
が
使

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

２１
年
１２
月
１４
日
以
前
に
相
続
等
に
よ
り
取

得
し
た
農
地
に
つ
い
て
、
相
続
税
の
納
税

猶
予
制
度
の
適
用
を
受
け
て
い
る
人
も
、

市
街
化
区
域
外
の
農
地
に
限
り
、
農
地
の

貸
付
け
を
お
こ
な
っ
た
場
合
で
も
納
税
猶

予
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局

（
役
場

建
設
農
政
課
内
）

蘂
９５
ー

１
１
１
１

内
線
１
７
７

改正前の制度 改正後の制度

納税猶予を
受けるため
の要件

相続した農地につ
いて自ら農業をお
こなうこと

相続した農地について
自ら農業をおこなうこ
と。または、農地の貸
付け（※）をおこなう
こと

猶予税額の
免除要件

相続人が死亡した
場合。または相続
人自らが20年間農
業を継続した場合

相続人が死亡した場合

※農地の貸付け 農業経営基盤強化促進法の利用権設定等促
進事業などによるものをいいます。
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▽
入
学
・
入
社
・
人
事
異
動
な
ど
の
年
度

の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
４
月
か
ら
１
か
月

が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
消
防

署
に
届
出
さ
れ
て
い
る
書
類
の
確
認
を

し
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
人
事
異
動
に

伴
う
防
火
管
理
者
の
選
任
・
解
任
の
届

出
、
危
険
物
施
設
の
設
置
者
の
住
所
、

氏
名
の
変
更
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
期
に
会
社
、
学
校
等
の
防
火
安

全
体
制
を
確
認

し
整
備
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

防
火
（
防
災
）
管
理
者
選
任
（
解
任
）
届

出
書

▽
建
物
の
所
有
者
や
管
理
権
原
者
は
、
防

火
管
理
者
（
防
災
管
理
者
）
を
選
任
し
、

届
出
書
に
資
格
を
証
す
る
書
面
（
修
了

証
）
を
添
え
て
届
出
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
計
画
作
成
（
変
更
）
届
出
書

▽
防
火
管
理
者
お
よ
び
防
災
管
理
者
は
、

建
物
の
所
有
者
や
管
理
権
原
者
の
指
示

を
受
け
て
消
防
計
画
を
作
成
し
届
出
し

ま
し
ょ
う
。

防
火
対
象
物
の
使
用
開
始
の
届
出
等

▽
店
舗
等
の
出
店
の
際
、
建
物
又
は
そ
の

部
分
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
使

用
を
開
始
す
る
日
の
７
日
前
ま
で
に
、

防
火
対
象
物
使
用
開
始
届
を
提
出
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、

店
舗
等
の
修

繕
、
模
様
替
え
、

間
仕
切
り
の
変

更
の
行
為
を
す

る
場
合
は
、
防

火
対
象
物
工
事

計
画
届
出
書
が

必
要
と
な
り
ま

す
。

消
防
用
設
備
等
の
点
検
報
告

▽
建
物
の
関
係
者
は
、
設
置
さ
れ
て
い
る

消
防
用
設
備
等
を
定
期
的
に
点
検
し
、

そ
の
結
果
を
消
防
署
に

報
告
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
点
検

の
結
果
、
不
備
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
改
善
し

ま
し
ょ
う
。

危
険
物
施
設
の
設
置
者
住
所
、
氏
名
変
更

▽
危
険
物
施
設
の
関
係
者
は
、
設
置
者
の

氏
名
お
よ
び
住
所
等
に
変
更
が
あ
っ
た

と
き
は
消
防
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

危
険
物
保
安
監
督
者
の
選
任
・
解
任

▽
政
令
に
定
め
る
危
険
物
施
設
は
、
危
険

物
免
状
取
得
者
で
、
６
か
月
以
上
の
危

険
物
取
扱
い
実
務
経
験
を
有
す
る
者
か

ら
危
険
物
保
安
監
督
者
を
選
任
し
、
そ

の
旨
を
遅
滞
な
く
市
町
村
長
等
に
届
け

出
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
解
任
し

た
と
き
も
同
様
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
丹
羽
消
防
署
で
は
、
火
災
の
危
険
を
無

く
す
た
め
、
昨
年
の
１１
月
か
ら
田
畑
や

空
き
地
に
枯
草
等
が
放
置
さ
れ
て
い
る

場
所
の
調
査
を
お
こ
な
い
、
土
地
の
所

有
者
に
対
し
早
急
に
刈
り
取
り
等
の
処

理
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
文
書
で
お
願

い
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
月
に
再
調

査
を
し
た
と
こ
ろ
、
１
０
９
件
中
、
処

理
さ
れ
た
件
数
は
６９
件
。
放
置
さ
れ
て

い
た
件
数
が
４０
件
で
し
た
。
平
成
２３
年

中
枯
草
火
災
に
よ
る
大
口
町
地
内
へ
の

出
動
は
２
件
あ
り
ま
し
た
。

枯
草
は
、
火
災
の
心
配
を
は
じ
め
、

周
辺
の
方
々
に
大
変
迷
惑
に
な
り
ま

す
。
ま
だ
処
理
の
済
ん
で
い
な
い
方
は
、

適
正
に
処
理
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

丹
羽
消
防
署

警
防
課

蘂
９５
―

５
１
５
１

―
普
通
救
命
講
習
会
―

日
時

５
月
１９
日
貍

午
前
９
時
か
ら
正
午

場
所

丹
羽
消
防
署
本
署

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

丹
羽
消
防
署
本
署

蘂
９５
―

５
１
５
１

大
口
出
張
所

蘂
９５
―

０
１
１
９

防
火
安
全
体
制
を
確
認
し
よ
う

消
防
機
関
へ
各
種
届
出
状
況
の
確
認

枯
草
調
査
結
果
よ
り

未処理
40件

処理済
69 件

合計
109 件



平成24年5月号 9

い
く
つ
か
の
卒
業
も
へ
て
農
に
老
ゆ佐

竹

悦
子

卒
業
式
呼
称
の
声
の
震
へ
を
り

安
藤

亮
子

卒
業
の
若
者
世
界
に
羽
撃
け
り

前
田
千
代
子

や
ん
ち
ゃ
な
子
卒
業
式
の
す
ま
し
顔荒

谷
富
美
子

卒
業
後
尊
敬
の
師
の
行
方
か
な

安
荘

志
保

女
教
師
の
和
装
艶
や
か
卒
業
日

渡
辺
す
み
子

ひ
ば
り
野
に
姿
は
見
へ
ず
声
遠
く酒

井

聖
子

急
降
下
雲
雀
子
の
待
つ
草
叢
へ

宮
下
喜
代
子

聳
え
た
つ
謎
の
古
城
や
揚
雲
雀

野
田

信
子

晴
わ
た
る
尾
張
野
ま
ぶ
し
揚
雲
雀前

田

敏
子

急
降
下
雲
雀
下
り
く
る
田
ん
ぼ
か
な田

山
地
美
名

血
圧
計
音
と
く
と
く
と
余
寒
か
な神

谷

さ
ち

葱
坊
主
取
り
残
さ
れ
て
あ
る
じ
顔丹

羽

壽
子

風
光
る
し
ろ
が
ね
の
山
遥
か
に
し丹

羽

清
声

返
事
し
て
卒
業
証
書
受
け
に
け
り土

川
喜
一
郎

畑
か
ら
電
話
で
話
す
い
い
時
代

土
田
千
惠
子

年
か
さ
ね
古
里
言
葉
懐
し
く

長
野

ま
す

解
っ
て
る
も
う
沢
山
と
二
度
返
事吉

田

雄
亮

意
味
知
ら
ず
読
経
の
声
へ
数
珠
を
く
る

安
藤

久
子

田
楽
の
香
り
写
生
の
手
が
止
ま
り平

尾

幸
助

試
験
な
ど
な
い
カ
ラ
オ
ケ
へ
定
年
後日

比
野
文
子

春
霞
し
ゃ
き
っ
と
し
よ
う
に
も
欠
伸天

野

信
和

泥
こ
ぼ
し
作
り
か
け
中
燕
の
巣

水
野

邦
子

囀
や
天
満
宮
に
天
井
絵

大
澤
奈
保
美

臘
梅
の
香
に
誘
わ
れ
て
遠
回
り

桑
原

聡
子

福
島
や
野
遊
び
の
子
の
声
の
な
く佐

藤
千
志
子

ポ
ケ
ッ
ト
に
小
銭
の
音
や
春
の
旅草

野
美
穂
子

仁
王
門
く
ぐ
れ
ば
香
る
枝
垂
梅

大
野

正
子

か
な
た
よ
り
黄
砂
の
来
た
る
花
び
ら
に

社
本

孝
子

斑
雪
嶺
の
ひ
か
り
を
ふ
ふ
み
猫
柳土

川

照
恵

今
回
で
４
回
目
と
な
り
ま
し
た
、
端
午

の
節
句
に
ち
な
ん
だ
企
画
展
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
皆
様
よ
り
寄
贈
し
て
い
た
だ
い

た
五
月
人
形
や
段
飾
り
、
土
人
形
な
ど
展

示
し
、
新
聞
紙
な
ど
で
つ
く
る
端
午
の
節

句
に
ち
な
ん
だ
工
作
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま

す
。

そ
し
て
、
冬
の
企
画
展
「
ひ
な
ま
つ
り
」

と
同
様
に
、
甲
冑
（
か
っ
ち
ゅ
う
）
や
、

陣
羽
織
を
着
て
写
真
撮
影
が
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
家
族

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
こ
の
企
画
展
は
、

５
月
２７
日
豸
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

写
真
撮
影
コ
ー
ナ
ー

▽
午
前
の
部

午
前
９
時
３０
分
か
ら
正
午

※
受
付
は
午
前
１１
時
３０
分
ま
で

▽
午
後
の
部

午
後
２
時
か
ら
４
時
３０
分

※
受
付
は
午
後
４
時
ま
で

※
保
護
者
同
伴
の
上
、
カ
メ
ラ
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※
写
真
撮
影
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
の
方
は
、

歴
史
民
俗
資
料
館
で
受
付
を
し
て
く
だ

さ
い
。

春
の
企
画
展
「
端
午
の
節
句
」

歴
史
民
俗
資
料
館

ご
利
用
案
内

休
館
日

月
・
火
・
水
曜
日

※
企
画
展
開
催
中
の
水
曜
日
は
開
館
し
ま

す
。

※
祝
日
は
開
館

開
館
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

入
館
料

無
料

問
合
せ
先

蘂
９４
―
０
０
５
５



10年後も元気でいよう！10年後も元気でいよう！10年後も元気でいよう！10年後も元気でいよう！10年後も元気でいよう！
おおぐち２万人元気計画

□ 体力には自信がある
□お酒は飲まない、又は適量を心がけている
□ 煙草は吸わない
□ 健康診断を毎年受けている
□ 健康診断で指摘された項目はない

■おおぐち２万人元気計画
ウォーキングの推進 ウォーキングは、誰でも手軽におこなう
ことができ、健康の保持、推進に適した運動です。高齢者や
体力に自信のない方などは膝への負担を少なくし、上半身の
運動も同時にできるポールウォーキングをお勧めします。まず
は、歩くことから始めましょう。

さて、あなたはいくつチェックを付けることができましたか？

●８個以上チェックが付いた人…とても元気です！このままの状態を維持してください。
●チェックの数が少なかった人…大丈夫、これからの生活習慣や健康づくりに心がけて過ごせばまだまだ間に合います。
●体調・体力に自信のない人…まずは今よりも悪くならないようにし、無理のない範囲で今できることを続けて重症化を
予防しましょう。

みんなが
イキイキ
元気なまち

10年後の元気に自信がありますか？10年後の元気に自信がありますか？
大口大口町町は町制50周年、まちと一緒に元気な60周年を迎えるために、は町制50周年、まちと一緒に元気な60周年を迎えるために、『『元気づくり元気づくり』』に取り組みましょう！に取り組みましょう！
10年後の元気に自信がありますか？大口町は町制50周年、まちと一緒に
元気な60周年を迎えるために、『元気づくり』に取り組みましょう！

□ 血圧は正常範囲である
□ 夜はぐっすり眠れる
□ 20歳の頃と変わらない体型をしている
□ 定期的に運動をしている
□ 食べ物の好き嫌いはない

元気づくりプロジェクト通信 No.1

今より10分（1,000歩）多く歩こう！
肥満傾向の方は体重の4％の減量をめざそう！
毎日体重を測ろう！毎食両手1杯の野菜を食べよう！

■元気度チェック あてはまる項目にチェックしてみましょう！

健康は生活の基本です。
健康を維持し元気に毎日を過ごすため、
まずは生活習慣の見直しや軽い運動などできること
から『元気づくり』を始めましょう！

平成24年5月号10

申込みおよび問合せ 蘂94―0051

今
月
の
健
康
俳
句

震
災
の
瓦
礫
持
ち
上
げ
草
萌
ゆ
る

田
山
地
美
名

今
月
の
健
康
川
柳

医
者
へ
行
く
ま
で
頼
ら
れ
る
常
備
薬

土
田
千
恵
子

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
大
口
俳
句
会
・
大
口
川
柳
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
こ
こ
ろ
」
の
健
康
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
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対象 町内にお住まいで、勤務先等でがん検診を受ける機会のない方
※対象年齢は平成25年3月31日現在の年齢でお考えください。
受付 5月10日（木） 午前9時から保健センターで受け付けます。
※各検診とも定員になり次第、受け付けを終了します。
検診費用 受診時の受付窓口でお支払いください。

検診名 対象者 検査内容 自己負担金 日 程 受付時間

大腸がん

胃がん

6月 １日（金）
6月21日（木）
9月20日（木）
9月28日（金）
1月19日（土）
7月19日（木）
9月 6日（木）
9月20日（木）

6月13日 (水）
7月19日 (木）
9月 6日 (木）
10月1日 (月）

10月23日（火）

9月20日（木）

10月23日 (火）

20歳以上
（平成5.3.31以前生まれ）

20歳以上39歳以下
※和暦偶数年生まれ

2日間の
便潜血反応検査

造影剤（バリウム）
による胃部レントゲン
撮影

400円

1,000円

各種がん検診日 各種がん検診
実施時間内

子宮がん

乳がん

20歳以上
（平成5.3.31以前生まれ）
※和暦偶数年生まれ

40歳以上
（昭和48.3.31以前生まれ）
※和暦偶数年生まれ

子宮頸部の
内診と細胞診

超音波＋視触診

マンモグラフィー
＋視触診

800円

700円

1,000円

午後1時から2時

午前9時30分
から10時30分
午前9時から午後2時15分

午前9時から10時15分

6月1日（金）

9月28日 (金）
50歳以上
（昭和38.3.31以前生まれ）

前立腺
がん

問診＋採血 300円
午後1時から3時

午前9時から10時45分

午前8時45分から
午後3時15分

午前8時30分から
10時45分

年に一度は、がん検診を受けましょう年に一度は、がん検診を受けましょう年に一度は、がん検診を受けましょう
同日に複数の

がん検診を受ける

ことができます。

40歳以上
（昭和48.3.31以前生まれ）

結核・
肺がん

5月28日（月）

6月1日（金）

5月29日（火）

5月31日（木）

午前10時から11時

午前9時30分から11時 午後1時30分から3時

午前9時30分
から10時15分

午前11時30分
から午後12時15分

午後1時30分
から2時15分

午後3時15分
から4時

中小口地区
コミュニティセンター

午後1時から2時

さつきケ丘集会所

午後3時から4時

余野学共施設

上小口学供施設河北学供施設

豊田学共施設 秋田学共施設

保健センター（同日胃がん検診） 保健センター（同日前立腺がん検診）

外坪学共施設 大屋敷学共施設

下小口学共施設

検診費用
無料

※和暦奇数年生まれの方で、平成23年度に乳・子宮がん検診を受けていない方は受診できます。
※乳・子宮がん検診は、2年に1回受診できます。
※町内医療機関でのがん検診は、6月1日（金）から平成25年2月28日（木）の間に実施します。詳しくは、広報おおぐち6月号をご覧ください。

※各地区で検診時間が異なります。ご都合のよい会場で受診してください。
※各会場で「大腸がん検診」の受付もおこなっています。
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３
月
２７
日
に
町
長
か
ら
大
屋
敷
・
さ
つ

き
ケ
丘
地
区
の
新
旧
区
長
に
大
口
町
地
域

支
え
合
い
体
制
づ
く
り
事
業
の
提
言
書
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

平
成
２３
年
９
月
か
ら
大
屋
敷
・
さ
つ
き

ケ
丘
地
区
で
開
催
さ
れ
た
「
地
域
見
守
り

支
え
合
い
を
考
え
る
会
」
に
お
い
て
、
地

域
を
知
り
、
行
政
か
ら
情
報
を
得
て
、
世

代
を
超
え
た
話
し
合
い
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。将

来
自
分
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
行
動

し
、
ど
う
し
た
ら
地
域
の
問
題
を
解
決
で

き
る
の
か
、
地
域
が
住
み
や
す
く
な
る
の

か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
『
き
っ
か
け
』

づ
く
り
が
で
き
ま
し
た
。

高
ま
り
続
け
る
高
齢
化
を
見
つ
め
、
高

齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る

よ
う
に
個
人
・
地
域
・
町
で
の
見
守
り
支

え
合
い
へ
つ
な
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

町
長
か
ら
は
「
今
後
も
、
ぜ
ひ
地
域
見

守
り
支
え
合
い
事
業
を
続
け
て
ほ
し
い
」

と
い
う
言
葉
が
添
え
ら
れ
ま
し
た
。

支え合い
通信 vol.3

高齢化が進む大口町で
地域で支え合う活動を
紹介します

大屋敷 宮地前区長さつきケ丘 古川前区長

「
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事
業
」

と
し
て
、「
乳
が
ん
」「
子
宮
が
ん
」
の
検

診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
と
検
診
手
帳
を
、
左

記
の
生
年
月
日
に
該
当
す
る
女
性
の
方
に

郵
送
し
ま
す
。
健
康
管
理
の
た
め
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
Ｓ
４６
・
４
・
２
生
か
ら
Ｓ
４７
・
４
・
１

生
ま
れ
の
方
は
、
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん

の
両
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
ク
ー
ポ
ン
券
の
対
象
外
の
方
は
、
１１
ペ

ー
ジ
の
が
ん
検
診
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

日
時
お
よ
び
対
象

●
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
第
１
回
）

▽
５
月
１８
日
貊

平
成
２３
年
７
月
生
ま
れ

の
乳
児

●
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
第
２
回
）

▽
５
月
２５
日
貊

平
成
２３
年
２
月
生
ま

れ
・
３
月
生
ま
れ
の
幼
児

●
Ｂ
Ｃ
Ｇ

▽
５
月
１１
日
貊

平
成
２４
年
１
月
生
ま
れ
の

乳
児

※
受
付
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
１
時
３０
分

※
対
象
以
外
の
方
は
電
話
等
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

保
護
者
の
方
へ

体
調
が
心
配
な
時
は
、

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
予
診
票
お
よ
び
母
子
手

帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

集
団
予
防
接
種

女
性
特
有
の
が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
お
知
ら
せ

乳がん検診対象者

S46.4.2生～S47.4.1生

S41.4.2生～S42.4.1生

S36.4.2生～S37.4.1生

S31.4.2生～S32.4.1生

S26.4.2生～S27.4.1生

子宮がん検診対象者

H3.4.2生～H4.4.1生

S61.4.2生～S62.4.1生

S56.4.2生～S57.4.1生

S51.4.2生～S52.4.1生

S46.4.2生～S47.4.1生
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両
親
が
高
血
圧
か
ら
脳
梗
塞
と
認

知
症
に
な
っ
た
た
め
、
自
身
で
血
圧

の
管
理
を
し
て
い
ま
す
。
起
床
後
、

朝
陽
を
浴
び
深
呼
吸
を
５
回
ほ
ど
し

て
副
交
感
神
経
か
ら
交
感
神
経
に
切

り
替
え
た
後
と
、
就
床
前
の
２
回
測

定
し
、
血
圧
管
理
手
帳
に
記
録
し
て

い
ま
す
。
朝
食
後
は
友
達
と
五
条
川

を
１
時
間
ほ
ど
歩
き
ま
す
。
寒
い
季

節
で
も
汗
ば
み
、
暑
い
時
は
水
分
を

摂
り
な
が
ら
歩
き
ま
す
。
趣
味
は
花

を
咲
か
せ
て
眺
め
る
事
で
す
。
ス
ト

レ
ス
を
た
め
込
ま
な
い
で
楽
し
く
生

活
し
、
少
し
で
も
長
く
健
康
で
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

岩瀬清子さん

行 事 日／曜 受 付 時 間 対 象 者 等

4か月児健診 23（水） 午後1:00
～1:30

24年1月生まれの乳児および未受診児
※個別通知をご確認ください。

助産師相談 23（水） 午後1:30
～2:00

妊婦・乳幼児の母乳相談等。４か月児健診と同時開
催です。健診対象者以外は予約制となります。

10か月児健診 8（火） 午後1:00
～1:30 23年7月生まれの乳児および未受診児

1歳6か月児健診 15（火） 午後1:00
～1:30 22年10月生まれの幼児および未受診児

3歳児健診 9（水） 午後1:00
～1:30 21年4月生まれの幼児および未受診児

歯科健診 16（水） 午後1:00
～1:30

22年2月生まれの幼児および未受診児
（母子手帳、コップ、歯ブラシ、タオルを持参）

母子健康手帳交付説明会 1（火）
17（木）

午前9:40
～9:50 母子健康手帳発行、妊娠初期の保健指導

子育て相談室 21（月） 午前9:00
～11:00

子どもの身長・体重測定、保健師・栄養士・助産師によ
る育児や発育に応じた相談と妊婦相談 ※要予約

らくらく離乳食教室 16（水） 午前9:45
～10:00

離乳食初期から中期のお話デモンストレーシ
ョン ※要予約

保健師・栄養士による健康相談 毎週金曜日 午前9:30
～11:30

生活習慣病予防、食生活改善、その他健康について
の相談※第3金曜日は戸籍保険課でも相談できます。

歯科衛生士による口腔相談 毎週金曜日 午前9:30
～11:30

歯についての悩みや、歯のお手入れ方法など
の相談 ※要予約

歩く健康のつどい 8（火）
22（火）

午前9:30
～9:45 血圧測定、ストレッチ体操、1時間歩行など

地
域
で
の
介
護
予
防

ひだまりの会
（中小口コミュニティーセンター）

11（金）
25（金） 午前10:00 外出する機会の少ない高齢者の方を対象に、レクリエーシ

ョン・筋力トレーニング等介護予防活動をおこないます。
しなやかお達者の会
（余野学共施設）

1（火）
15（火） 午前10:00 介護予防のための筋力トレーニングを中心と

した運動・その他レクリエーションをおこな
います。

しなやかお達者の会
（豊田学共施設）

8（火）
22（火） 午前10:00

94̶005194̶0051

平成24年5月号 13



★今月のぬいとり
『こいのぼり』『かぶと』『しょうぶ』『コアラ』

★今月のおりがみ 『カーネーション』『はくちょう』
★ドッジボールの日 5月1日（火） 午後4時から
★やってみよう「人間洗濯ばさみ」
5月7日（月）、28日（月） 午後4時から

★体育遊び「一輪車」 5月8日（火） 午後4時から
★川柳の日 5月9日（水）、10日（木）
★母の日プレゼント作り「ストラップ」 5月10日（木）
午後4時から 定員 20名 費用 50円
申込み 5月1日（火）から

★女の子クラブ（会員のみ） センター祭り会議
5月12日（土） 午後1時30分から
★北児童センターまつり
5月19日（土） 午前10時から午後1時30分

★ドッチビーの日 5月22日（火） 午後4時から
★子育て支援
○コアラ広場 7・11・14・25・28日実施
午前10時30分から11時30分
対象 3歳までの親子ならどなたでも参加できます。
○なかよし（北）
第1・3火曜日 午前10時30分から11時30分
対象 平成24年度満3歳になるお子さんとその親

★川柳を詠もう 5月8日（火） 午後3時30分から4時30分
★母の日プレゼント作り「お手伝い券」
5月11日（金） 午後3時30分から4時30分

★フラフープ大会
5月14日（月） 午後3時30分から4時30分

★ベビーマッサージ 5月22日（火） 午前10時30分から
11時30分 対象 2か月以上のベビー 参加費 500円
定員 20組（定員になり次第締め切ります）

★運動あそび「うらうらゲーム」
5月24日（木） 午後3時30分から4時30分
★よみきかせ 5月31日(木) 午後3時30分から
★ルービックパネル検定 対象 小学生以上
今月の検定は緑色とオレンジ色

★今月のぬいとり
『えんどうまめ』『きかんしゃ』『パンダ』『こいのぼり』

★子育て支援
○ちびっこ広場
毎週月・金曜日 午前10時30分から11時30分
対象 3歳までの親子ならどなたでも参加できます。

○なかよし（西）
第1・3火曜日 午前10時30分から11時30分
対象 平成24年度満3歳になるお子さんとその親

★今月のあそび『一輪車』『トランプ』
★今月のぬいとり『ピカチュウ』『ポッチャマ』
『たけのこ』『カーネーション』

★チャレンジ「スプーンリレー」
5月1日（火） 午後２時から３時

★けん玉検定日
5月14日（月）、17日（木） 午後4時から5時

★母の日プレゼント作り（元気クラブ主催）
「シュワシュワバスボム」
5月12日（土） 午後1時30分から3時 定員 30名
費用 100円 申込み 5月1日（火）から

★バナナケーキ作り（元気クラブ主催）
5月26日（土） 午後1時30分から3時 定員 30名
費用 100円 申込み 5月14日（月）から

★子育て支援
○めだか広場
毎週月・金曜日 午前10時30分から11時30分
対象 3歳までの親子ならどなたでも参加できます。

○なかよし（南）
第1・3火曜日 午前10時30分から11時30分
対象 平成24年度満3歳になるお子さんとその親
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5
の行事

南児童センター 蘂95-3528
北児童センター 蘂95-7141
西児童センター 蘂96-0481

子どもの日 いっぱいあそぶ たのしいな（北小3年）
こいのぼり たかくとんだら うれしいな（北小3年）
4年生 始めのスタート どきどきだ（北小4年）

月

★各児童センターに乳幼児体重計を設置しましたのでご利用ください。
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４
８
０
０
１
９
０

扶
桑
支
店

承
認

171

料
金
受
取
人
払
郵
便

差
出
有
効
期
間

平
成
２
５
年
４
月

３
０
日
ま
で

＜
切
手
不
要
＞

下小口七丁目１５５番地
大口町役場 地域振興課

「桜さんの何でも言ってちょ」係 行

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

切り取り線

山折り

①用紙を太線に沿って切り取っ
てちょ。
②遠慮はいらんで、裏面にみん
なの意見を書いたってちょ。

③折曲げて、のり付けして封筒を作れば
できあがりじゃ。
④もし、意見が長くなる時は、便せんな
んかに書いて、入れてくれればええで
よー。
⑤切手を貼らずにポストへ入れてちょ。
内容は返事と一緒に広報おおぐちでみ
んなにお知らせするでよ。楽しみにし
とりゃー。

― 何でも言ってちょレターの作り方 ―
皆さんが、行政に対し、日頃、感じている提案や

疑問などはありませんか？
まちの主役は皆さんです。この「何でも言ってち

ょレター」は、皆さんの声を町政に反映することで、
より豊かで住みやすい大口町にする試みです。
皆さんから寄せられた貴重なご意見等は、内容に

応じて担当部署に送られ今後の運営に活かされま
す。ぜひ「私たちのまちを少しでも良くしたい」と
願うあなたの気持ちを、この手紙につづってお寄せ
ください。お待ちしています。
なお、回答を必要とされる場合は、「住所・氏名」

の記入が必須です。
問合せ先 役場 地域振興課
蘂95―1111 内線117

桜さんの 何でも言ってちょレター

苦
情
、
ご
意

見
、
ご
提
案
、

ど
ん
な
こ
っ
て
も

え
え
で
、
遠
慮
せ

ん
と
聞
か
せ
て

ち
ょ
！
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切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

切り取り線

●おところ

●お名前 ●電話番号

について

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

のりしろ

の
り
し
ろ
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※写真と本文は関係ありません。

大口町ほほえみプラザ大口町ほほえみプラザ大口町ほほえみプラザ大口町ほほえみプラザ大口町ほほえみプラザ

http://www14.ocn.ne.jp/~o-tra-ce/

健康文化センター健康文化センター健康文化センター健康文化センター健康文化センター

トレーニングセンター利用についてトレーニングセンター利用についてトレーニングセンター利用について

（利用例）
ふれあい３
防音装置完備ですので、楽器の練習等大
きな音でも大丈夫です。

和室
落ち着いた雰囲気で、お子さん連れの講
座等で幅広く使用されています。

申込先および問合せ先
※利用時間・料金は左記のとおりです。
※個人での利用もできます。
※町内にお住まいの方以外および営利目的
での利用は別途料金です。

※詳細は総合案内までお問い合わせくださ
い。
総合案内 午前9時から午後7時まで
蘂94―0061

5月の園庭開放日

入
園
前
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の

方
、
保
育
園
へ
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

南
保
育
園

９
日
貉

２９
日
貂

中
保
育
園

１０
日
貅

２４
日
貅

西
保
育
園

１０
日
貅

２２
日
貂

北
保
育
園

９
日
貉

２２
日
貂

※
時
間
は
午
前
１０
時
か
ら
１１
時

子ども同士の会話から…

Aちゃん「わたしんちね、つばめの巣があったん
だよ。それでね、つばめさんたち元気にとんで
ったんだよ」

Bくん「へぇ～、でも、ぼくんちだってクモの巣
がたくさんあるんだよ！」

Cちゃん「・・・」
なんて声を掛けていいのか分からないひとコマ
でした。

部屋 利用日 利用時間 料金（時間）

1F
多目的室

平日 午後6時から9時
800円

土・日曜日、祝日 午前9時から午後9時

会議室
平日 午後6時から9時

200円
土・日曜日、祝日 午前9時から午後9時

4F

ほほえみホール

月曜から日曜 午前9時から午後9時

1,000円
ふれあい1 600円
ふれあい2 300円
ふれあい3 200円

ふれあい3
カラオケ使用

1,000円
カラオケ使用

料含む

ふれあい4 200円
和室1 300円
和室2 200円
和室3 200円



平
日
、
仕
事
の
都
合
等
で
税
金
を
納
め

ら
れ
な
い
方
の
た
め
に
、
税
務
課
収
納
窓

口
の
延
長
お
よ
び
開
設
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

▽
５
月
６
日
豸

午
前
１０
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
開
設

▽
５
月
２５
日
貊

午
後
７
時
ま
で
延
長

場
所

役
場

税
務
課

※
役
場
正
面
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場

税
務
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
１
８

５
月
３１
日
貅
は
、
軽
自
動
車
税
・
自
動

車
税
の
納
付
期
限
で
す
。
４
月
１
日
現
在
、

自
動
車
を
お
持
ち
の
方
に
納
税
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
通
知
書
に
記
載
の

納
付
場
所
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

納
税
に
は
便
利
で
安
全
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

▽
軽
自
動
車
税

役
場

税
務
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
２
４

▽
自
動
車
税

愛
知
県
東
尾
張
県
税
事
務
所

蘂
０
５
６
８
―

８１
―

３
１
３
９

大
口
町
で
は
納
税
者
の
方
の
申
請
に
よ

り
、
軽
自
動
車
税
（
全
額
）
の
減
免
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

減
免
の
要
件

※
身
体
障
が
い
者
ま
た
は
戦
傷
病
者
が
所

有
し
て
い
る
軽
自
動
車
等
で
、
自
分
で

運
転
し
て
い
る
こ
と
。

※
身
体
障
が
い
者
、
戦
傷
病
者
、
精
神
障

が
い
者
ま
た
は
、
知
的
障
が
い
者
が
所

有
し
て
い
る
軽
自
動
車
等
で
、
そ
の
人

と
生
計
を
一
に
す
る
人
が
運
転
し
て
い

る
こ
と
。

※
身
体
障
が
い
者
（
１８
歳
未
満
）、
精
神
障

が
い
者
ま
た
は
、
知
的
障
が
い
者
で
、

そ
の
人
と
生
計
を
一
に
す
る
人
が
所
有

し
て
い
る
軽
自
動
車
等
で
、
そ
の
障
が

い
者
の
た
め
に
運
転
し
て
い
る
こ
と
。

※
身
体
障
が
い
者
、
戦
傷
病
者
、
精
神
障

が
い
者
ま
た
は
、
知
的
障
が
い
者
の
み

で
構
成
さ
れ
る
世
帯
で
、
常
時
介
護
し

て
い
る
人
が
、
そ
の
障
が
い
者
の
所
有

す
る
軽
自
動
車
等
で
、
そ
の
人
の
た
め

に
運
転
し
て
い
る
こ
と
。

注
意
点

※
減
免
は
、
障
が
い
者
等
１
人
に
つ
き
１

台
で
す
。
普
通
自
動
車
税
の
減
免
を
受

け
て
い
る
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
「
生
計
を
一
に
す
る
」
と
は
、
日
常
生

活
の
資
を
共
に
し
て
い
る
こ
と
を
い

い
、
必
ず
し
も
同
一
家
屋
に
同
居
し
て

い
る
か
ど
う
か
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
障
が
い
の
程
度
に
よ
っ
て
は
減
免
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
身
体
障
害
者
手
帳
等
（
平
成
２４
年
３

月
３１
日
ま
で
に
交
付
さ
れ
た
も
の
）
▽

運
転
す
る
方
の
免
許
証

▽
認
印

▽

車
検
証

▽
納
付
書
（
納
付
前
の
も
の
）

※
減
免
を
受
け
る
方
は
、
５
月
２４
日
貅
ま

で
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

戦傷病者手帳の交付を受けてお
り、町の基準に該当している
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収収
納納
窓窓
口口
のの
延延
長長
・・
開開
設設

軽軽
自自
動動
車車
税税
・・
自自
動動
車車
税税
のの
納納

税税
をを
おお
忘忘
れれ
なな
くく

軽軽
自自
動動
車車
税税
のの
減減
免免
にに
つつ
いい
てて

障がいの区分
障がいの級別

身体障がい者が運転
する場合

身体障がい者※本人以
外が運転する場合

視覚障害 1級から4級までの各級 同 左

聴覚障害 2級および3級 同 左

平衡機能障害 3級 同 左

音声機能障害
3級（咽頭摘出による
音声機能障害がある場
合に限る）

――――

上肢不自由 1級および2級 同 左

下肢不自由 1級から6級までの各級 1級から3級までの各級

体幹不自由 1級から3級までの各
級および5級 1級から3級までの各級

乳幼児期以前の非
進行性の脳病変に
よる運動機能障害

上肢機能 1級および2級 同 左

移動機能 1級から6級までの各級 1級および3級までの
各級

心臓機能障害

1級、3級および4級 1級および3級

じん臓機能障害

呼吸器機能障害

ぼうこう又は直腸の機能障害

小腸の機能障害

ヒト免疫不全ウイルスによ
る免疫機能障害 1級から4級までの各級 1級から3級までの各級

肝臓の機能障害

《身体障がい者の軽自動車税減免基準》《戦傷病者の
軽自動車税減免基準》

厚生労働大臣の定めにより交付を
受けた療育手帳に、障がいの程度
が「A」と記載されている

《知的障がい者の
軽自動車税減免基準》

精神保健及び精神障害者福祉に関
する法律施行令の規定により交付
を受けた精神障害者保健福祉手帳
に「1級」（ただし、障害者自立支
援法の規定により交付を受けた自
立支援医療受給者証を所持してい
る方に限る）と記載されている

《精神障がい者の
軽自動車税減免基準》

※本人以外とは、身体障がい者と生計を一にする方、もしくは、単身で生活
する身体障がい者を常時介護する方が運転する軽自動車の場合をいいます。



確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
計
算
誤

り
な
ど
申
告
し
た
内
容
に
間
違
い
が
あ
る

こ
と
に
気
付
い
た
場
合
は
、
次
の
方
法
で

訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
確

定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、

確
定
申
告
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
場
合

は
、
で
き
る
だ
け
早
く
申
告
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

●
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、
税
額

を
多
く
申
告
し
て
い
た
こ
と
に
気
付
い
た

と
き
は
、「
更
正
の
請
求
」
を
し
て
正
し

い
税
額
へ
の
訂
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
請
求
内
容
が
正
当
と
認
め
ら
れ
た

と
き
は
、
正
し
い
税
額
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

手
続
き

更
正
の
請
求
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
納
税
地
を
所
轄
す
る
税
務

署
長
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
更
正
の

請
求
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。（
税
務

署
に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
）

期
間

更
正
の
請
求
書
は
、
次
の
期
間
内

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
平
成
２３
年
分

法
定
申
告
期
限
か
ら
５

年
以
内

▽
平
成
２２
年
分

法
定
申
告
期
限
か
ら
１

年
以
内

●
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、
税
額

を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
こ
と
に
気
付
い

た
と
き
は
、「
修
正
申
告
」
を
し
て
正
し

い
税
額
に
修
正
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
修
正
申
告
に
よ
っ
て
新
た
に
納

め
る
税
額
は
、
修
正
申
告
書
を
提
出
す
る

日
（
納
期
限
）
ま
で
に
、
延
滞
税
と
併
せ

て
納
め
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き

修
正
申
告
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
納
税
地
を
所
轄
す
る
税
務
署

長
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
修
正
申
告

書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。（
税
務
署
に

も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
）

期
間

修
正
申
告
は
税
務
署
長
か
ら
更
正

を
受
け
る
ま
で
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す

が
、
修
正
申
告
に
よ
っ
て
納
め
る
税
額

に
は
、
法
定
納
期
限
（
平
成
２３
年
分
の

所
得
税
は
平
成
２４
年
３
月
１５
日
貅
、
消

費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
は
平
成
２４
年

４
月
２
日
豺
）
の
翌
日
か
ら
納
付
す
る

日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
延
滞
税
が
か

か
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
申

告
・
納
付
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
修
正
申
告
を
す
る
場
合
や
、

税
務
署
長
が
更
正
を
お
こ
な
う
場
合
に

は
、
新
た
に
加
算
税
が
賦
課
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

に
、
確
定
申
告
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
た

と
き
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
申
告
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
の
必
要
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
確
定
申
告
を
し
な

か
っ
た
場
合
に
は
、
税
務
署
長
が
所
得
金

額
や
税
額
を
決
定
し
ま
す
。

な
お
、
税
務
署
長
が
決
定
を
お
こ
な
う

場
合
や
提
出
期
限
に
遅
れ
て
申
告
し
た
場

合
な
ど
に
は
、
新
た
に
加
算
税
が
賦
課
さ

れ
る
場
合
が
あ
る
ほ
か
、
法
定
納
期
限
の

翌
日
か
ら
納
付
日
ま
で
の
延
滞
税
を
併
せ

て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
更
正
の
請
求
、
修
正
申
告
な
ど
の
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
、
分
か
ら
な
い
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務

署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nta.go.jp/

小
牧
税
務
署

蘂
０
５
６
８
―

７２
―

２
１
１
１

平成24年5月号 19

小
牧
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

町
制
５０
周
年
を
記
念
し
て
、
役
場
前
の

田
ん
ぼ
で
、
５０
ｔｈ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
一
緒
に
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
を
楽
し
み

な
が
ら
手
が
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

活
動
予
定

６
月
中
旬

デ
ザ
イ
ン
準
備

と
田
植
え
を
し
て
、
そ
の
後
、
除
草
・

稲
刈
り
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。

※
平
日
も
参
加
可
能
な
方
、
大
歓
迎
で

す
！

※
収
穫
米
は
一
部
頒
布
し
ま
す
。

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

大
口
町
５０
周
年
記
念
事
業
事
務
局

蘂
９５
ー

１
１
１
１

内
線
１
８
６

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

50syuunen@
tow
n.oguchi.lg.jp

※
詳
し
く
は
、
大
口
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
大
口
５０
ｔｈ
だ
よ
り
」
ブ
ロ
グ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

http://oguchi50th.blog.fc2.com
/

田んぼ
アート
サポーター
募集

大口50th事業
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講
演
会

人
生
こ
れ
か
ら
が
面

白
い
！

妻
と
夫
の
定
年
塾

日
時

６
月
１６
日
貍

午
後
１
時
３０
分
か

ら
３
時

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
４
階

ほ
ほ
え

み
ホ
ー
ル

講
師

西
田
小
夜
子
さ
ん

中
日
新
聞
（
毎
週
水
曜
日
・
朝
刊
）

に
コ
ラ
ム
「
妻
と
夫
の
定
年
塾
」
連
載

中
。
快
適
な
老
後
を
目
標
に
「
定
年
塾
」

を
主
宰
し
、
全
国
で
講
演
し
て
い
ま
す
。

内
容

定
年
後
、
妻
が
出
か
け
よ
う
と
す

る
と
、
ど
こ
に
で
も
付
い
て
来
る
「
濡

れ
落
ち
葉
族
」
の
夫
と
、
そ
ん
な
夫
に

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
妻
。
そ
ん
な

夫
婦
が
快
適
に
老
後
を
過
ご
す
た
め
の

コ
ツ
や
、
地
域
・
家
庭
で
活
躍
す
る
き

っ
か
け
を
、「
定
年
塾
」
主
催
者
の
西

田
さ
ん
に
愉
快
な
懇
談
を
交
え
お
聞
き

し
ま
す
。

主
催

お
お
ぐ
ち
男
女
共
同
参
画
懇
話

会
・
大
口
町

※
入
場
整
理
券
（
無
料
）
が
必
要
で
す
。

５
月
７
日
豺
よ
り
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２

階

町
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
ま

す
。（
月
曜
か
ら
土
曜
日

午
前
１０
時

か
ら
午
後
４
時

※
祝
祭
日
お
よ
び
正

午
か
ら
午
後
１
時
は
除
き
ま
す
）

問
合
せ
先

役
場

地
域
振
興
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
１
５

平成 23年度地域懇談会
「ごみ減量のアイデア」に係る町の対応

平成 23年度地域懇談会
「ごみ減量のアイデア」に係る町の対応

現状の広報とエコ教育で、住民意識の向上を
焼却処分場の現状、可燃ごみ袋の中身の状況や処分

費等を住民にPRする。保育園・学校等でのエコ教育を
とおして、子どもから大人への波及効果を期待する。
▶住民個々のごみに対する意識向上につながる。

「まちの財布」「主要施策の成果報告書」「広報おお
ぐち」や町ホームページを利用し、引き続き PRをお
こなっていきます。保育園、学校等でも、既に給食の
堆肥化等ごみ減量に取り組んでいます。こうしたもの
をPRしていきます。

分かりやすい分別で徹底分別へ
どう分別していいか困るものが多くて分からない。

具体的に写真やイラスト、Q&Aなどで分かりやすく
すれば分別が徹底できる。

平成24年3月に各地区集積場へ分別看板を設置しま
した。

①生ごみと可燃ごみを別収集・別処理する。
②堆肥化容器等の補助制度を拡充する。発酵菌の無
料配布をする。
③生ごみの水切りを徹底し、重量を減量する。

生ごみの分別がごみ減量への近道であることは、はっ
きりしています。どのように生ごみ堆肥化を進めてい
くのかを検討し、実施します。堆肥化容器の補助金は、
２万円の上限を４万円に引き上げましたが効果はあり
ませんでした。金額以外の方法を検討します。

生ごみを分別・減量しよう

生活者の意識・社会の仕組みを変える
ごみを減らす生活の仕方（必要な分だけ買って、無

駄にしない、野菜の皮も調理する）を心掛け生活者
の意識を変える。製造段階から、消費者の段階でご
みにならない仕組み（量り売り・簡易包装の奨励等）
を社会全体で構築する。

広報等を通じて周知していきます。
国・県等のほか、各種団体へも機会を
見つけてPRしていきます。

資源ごみの収集方法・回数を増やす
資源ごみ（容器包装プラスチック類・ざつがみ類等）

専用袋を作って可燃ごみと一緒に収集する。または、
資源ごみを出す機会・回数を増やす。

回収に要する費用と減量効果の検証をおこないま
す。資源ごみの常時回収を推進していくことも一つ
の方法と考えます。

地区で競わせ、減量に応じて還元を
各地区別の可燃ごみの現状を把握し、数値化して

公表する。ごみの減量に応じた地区還元を考えるな
ど、対抗意識を高めて減量意識を高める。

可燃ごみの収集が地区単位ではないため、正確な
数値をつかむことは困難です。

ごみ減量のアイデア 町の対応

問合せ先 役場 地域振興課 95-1111 内線 116蘂



・「虹色ほたる永遠の夏休み」
川口雅幸/著 分類:YA/913カ

・「ガール」 奥田英朗/著 分類:913オ

今月公開！ 映画化された本

おはなし会

≪絵本≫
さんすううちゅうじん あらわる！
かわばたひろと／作 高畠那生／絵講談社刊

キョダイデメゴンをつれ
て宇宙人がやってきた！で
も子どもたちが算数で地球
を救います。身近なものと
算数のかかわりが楽しめま
す。

≪本≫
尾張の街道
愛知県社会科教育研究会

尾張部会/編 浜島書店刊
社会科教師である著者が

現地取材を重ねた尾張地区
の街道を紹介。歴史散策や
ハイキングの案内書として
活用してみてはいかが？

雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル

日
時

５
日
貍

午
前
９
時
か
ら

場
所

図
書
館
の
階
段
入
り
口
付
近

今
月
の
休
館
日

１
日
貂
、
７
日
豺
、
１０
日
貅
、

１４
日
豺
、
２１
日
豺
、
２８
日
豺

※
３
日
貅
、
４
日
貊
、
５
日
貍
は
、

祝
日
開
館
し
ま
す
。

開
館
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

問
合
せ
先

蘂
９５
―

３
９
９
９

ぞ
う
さ
ん

‐
ま
ど
・
み
ち
お
童
謡
集
‐
白
寿
記
念

ね
ず
み
く
ん
の
チ
ョ
ッ
キ
１
・
２

「
ぞ
う
さ
ん
」「
一
ね
ん
せ
い
に

な
っ
た
ら
」
な
ど
、
後
世
に
わ
た

っ
て
受
け
継
が
れ
る
、
白
寿
記
念

の
童
謡
集
で
す
。

新
着

Ｄ
Ｖ
Ｄ
＆
Ｃ
Ｄ
コ
ー
ナ
ー

【
５
月
５
日
貍
に
並
び
ま
す
】

赤
い
チ
ョ
ッ
キ
が
自
慢
の
ね
ず
み
く

ん
と
、
ゆ
か
い
な
仲
間
た
ち
の
楽
し
い

お
話
で
す
。
絵
本
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し

ん
で
み
て
は
。

「
と
し
ょ
か
ん
」
っ
て
ど
ん
な
と
こ
？

本
や
雑
誌
、
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
ビ
デ
オ
な
ど
、

一
見
す
る
と
本
屋
さ
ん
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。
で

も
、
図
書
館
っ
て
、
ほ
ん
と
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
な

の
で
し
ょ
う
。
図
書
館
は
、
大
き
く
分
け
る
と
本

な
ど
の
資
料
を
「
集
め
る
」「
整
理
す
る
」「
保
存

す
る
」
そ
し
て
「
提
供
す
る
」
と
い
う
４
つ
の
大

き
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

今
月
は
「
提
供
す
る
」
に
つ
い
て
。
図
書
館
の

資
料
は
、
使
う
た
め
の
も
の
で
す
。
集
め
る
の
も

整
理
・
保
存
す
る
の
も
、
す
べ
て
使
う
た
め
の
準

備
。
新
し
い
資
料
か
ら
古
い
資
料
ま
で
そ
ろ
っ
て

い
て
、「
提
供
す
る
」。
無
料
で
自
由
に
使
っ
て
い

た
だ
け
る
の
が
図
書
館
の
よ
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

日時 5月2日貉 午後2時30分
対象 乳幼児
場所 児童図書室

おはなしエプロン

日時 児童室の掲示板や
館内OPACやホームペー
ジでお知らせしています。

場所 児童室

活力ある人生 信じよう、本の力平成24年5月号 21

図書館HP http://www.town.oguchi.aichi.jp/gakushuu/tosho/tosho.html
携帯電話 https://ilisod001.apsel.jp/oguchi_library/wopc/pc/mSrv

どえりゃあええ、ほん・えほん

第54回 こどもの読書週間
4月23日豺から5月12日貍「君と未来をつなぐ本」



家庭児童相談 5月23日（水）
午前10時から午後3時 北児童センター 18歳未満のお子さんをお持ちの方

問合せ先 福祉こども課 蘂94-1222（事前予約が必要です）

消費生活相談 5月15日（火）
午前９時から正午 役場 1階相談室 悪質商法等に関するトラブル等消費生活全般

問合せ先 町民安全課 蘂95-1111 内線112

法律相談 5月17日（木）
午後1時から4時 役場 1階相談室 相続、金銭、家族・隣人トラブル等法律に関する事

問合せ先 町民安全課 蘂95-1111 内線112

多重債務者相談 5月16日（水）
午後６時から９時

ほほえみプラザ４
階 ふれあい2・3

クレジットサラ金問題、ヤミ金、架空請求、悪質商法等
問合せ先 町民安全課 蘂95-1111 内線112

登記相談 5月23日（水）
午後1時から3時 役場 １階相談室 建物の新増築や取り壊し、土地の地目変更・分筆合筆等

問合せ先 町民安全課 蘂95-1111 内線112

心配ごと相談

5月2日(水) 午前10時から午後3時30分 女性相談員、母子自立支援員
5月16日(水) 午前10時から午後3時30分 女性相談員
5月23日(水) 午後1時30分から3時30分 高齢・障がい者の弁護士相談
※弁護士相談は予約制（蘂94ー0060） 問合せ先 社会福祉協議会 蘂94-1222

ふれあいルーム
おおぐち

児童・生徒の心の居場所として自立を支援するため、相談・指導をおこないます。
日時 月曜日から金曜日 午前９時から午後３時（祝日除く）
場所 ほほえみプラザ２階 （入室希望は、学校教育課蘂95ー4446へご連絡ください）
問合せ先 ふれあいルームおおぐち 蘂95ー7773

就学相談

来年４月に小学校に入学する予定で、お子さんの障がいや成長のことで不安を感じている保護者の方を
対象に就学相談窓口を開設しています。
対象者 ①身体に障がいのあるお子さん ②知的発達に遅れがみられるお子さん ③情緒面に不安のあるお
子さん ④障がいではないが、成長・発達に遅れがみられるお子さん ⑤病弱・身体虚弱のお子さん

相談方法 ●電話または学校教育課窓口 ●必要に応じて小学校の学校見学
相談日時 毎週月曜日から金曜日 午前8時30分から午後5時15分
※祝日および正午から午後１時を除く。
問合せ先 学校教育課 蘂95ー4446

たんぽぽ相談

「聞く」「話す」「読む」「書く」「計算する」「注意集中困難」「多動性」「衝動性」「対人関係」等、
お子さまの発達に悩まれている保護者の方は、愛知県立一宮東養護学校のたんぽぽ相談（教育相
談）を利用できます。たんぽぽ相談では、保護者の皆さまが抱えている疑問や不安・悩みについ
て一緒に考えていきます。日時など詳しい内容についてはお問い合わせください。
※相談費用は無料です。相談内容については秘密を厳守します。
問合せ先 愛知県立一宮東養護学校 たんぽぽ相談係
一宮市丹羽字中山1151ー1 蘂0586-51-5311

平成24年5月号22

無料相談無料相談



日
時

５
月
４
日
貊

午
前
１０
時
３０
分
か
ら
１１
時
３０
分

場
所

憩
い
の
四
季

娯
楽
室

※
福
祉
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象

お
お
む
ね
６０
歳
以
上
の
方

内
容
お
よ
び
講
師

暮
ら
し
方
講
座
「
人
生
の
整
理
整
頓

不
用
品
を
お
互
い
に
考
え
る
」

家
事
セ
ラ
ピ
ス
ト

服
部
実
雪
さ
ん

鳴
子
踊
り
の
太
鼓
を
中
心
と
し
た
、

ど
な
た
で
も
気
軽
に
で
き
る
太
鼓
教
室

で
す
。
昨
年
の
、
や
ろ
舞
い
大
祭
太
鼓

連
『
楽
』
に
も
多
数
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

太
鼓
教
室
に
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

６
月
３
日
豸
か
ら
９
月
２
日
豸

ま
で
の
毎
週
日
曜
日

午
後
１
時
３０
分
か
ら
３
時
３０
分

場
所

町
民
会
館
１
階

会
議
室

対
象

小
学
４
年
生
以
上

講
師

大
口
町
文
化
協
会

日
本
太
鼓

研
究
会

受
講
料

２
０
０
０
円

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
、
随
時
参
加

可
能
で
す
。

問
合
せ
先

神
妙
鼓
流

日
本
太
鼓
研

究
会

江
口
千
月

蘂
０
９
０
ー

７
０
２
７
ー

５
７
８
４

母
子
家
庭
の
母
等
で
、
就
業
経
験
の

な
い
方
や
、
専
業
主
婦
で
あ
っ
た
期
間

が
長
く
再
就
職
に
不
安
が
あ
る
方
な
ど

に
対
し
、
就
職
に
結
び
つ
く
可
能
性
の

高
い
技
能
や
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の

就
業
支
援
講
習
会
を
今
年
度
も
実
施
し

ま
す
。
な
お
、
講
習
会
の
募
集
定
員
を

超
え
た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。

募
集
期
間
（
第
１
回
）

５
月
７
日
豺
か
ら
２８
日
豺

※
受
講
申
込
書
は
福
祉
こ
ど
も
課
に
て

配
布
し
て
い
ま
す
。

※
募
集
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

問
合
せ
先

譖
愛
知
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

蘂
０
５
２
ー

９
１
５
ー

８
８
６
２

生
涯
学
習
課
で
は
「
健
康
で
充
実
し

た
日
々
を
送
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、

各
地
区
の
学
習
等
共
同
利
用
施
設
で
の

出
前
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
内
容
は
、

た
め
に
な
る
お
話
や
元
気
に
な
る
体
操

等
を
取
り
入
れ
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
す
。
孤
独
な
お
年
寄
り
が
増
え

て
い
る
昨
今
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
、
回
数
等
は
、
申
し
込
み
後
、
講

師
と
調
整
し
て
決
め
ま
す
。

場
所

各
地
区
の
学
習
等
共
同
利
用
施

設
ほ
か

対
象

概
ね
６０
歳
以
上
の
方
で
１０
名
以

上
の
グ
ル
ー
プ

講
師

生
涯
学
習
研
究
家

杉
山
昌
義

さ
ん

受
講
料

無
料

申
込
み

５
月
３０
日
貉
ま
で
に
、
代
表

者
が
生
涯
学
習
課
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

日
本
赤
十
字
社
は
、
毎
年
５
月
に
全

国
的
に
社
資
募
集
運
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
大
口
町
分
区
で
は
、
５
月
か
ら

６
月
に
各
区
を
通
じ
て
社
資
の
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。

平
成
２４
年
度
の
大
口
町
分
区
の
目
標

額
は
１
３
９
万
６
０
０
０
円
で
す
。
こ

の
社
資
は
日
本
赤
十
字
社
の
事
業
資
金

と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

５
月
１５
日
貂

午
前
９
時
３０
分

か
ら
１１
時

※
毎
月
第
３
火
曜
日
の
同
時
間
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

場
所

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
会
議
室

対
象

４５
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
方

講
習
会
・
教
室

講
習
会
・
教
室

さ
く
ら
大
学（
高
齢
者
教
室
）

中
央
公
民
館
２
階
／
生
涯
学
習
課

95
ー
３
１
５
５

蘂

出
前
講
座

中
央
公
民
館
２
階
／
生
涯
学
習
課

95
ー
３
１
５
５

蘂
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太
鼓
教
室

中
央
公
民
館
２
階
／
生
涯
学
習
課

95
ー
３
１
５
５

蘂

母
子
家
庭
就
業
支
援
講
習
会

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

日
赤
社
資
募
集

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

善

意

善

意

そ
の
他

そ
の
他

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
会
員
入
会
説
明
会

（社）
大
口
町
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー・ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

95
―
８
１
０
１

蘂



平成24年5月号24

新入学児の安全を願って

３
月
１３
日
貂
、
商
工
会
女
性
部
が

役
場
を
訪
れ
、
交
通
安
全
の
お
守
り

２
８
０
体
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

お
守
り
は
、
女
性
部
員
が
手
作
り

し
た
も
の
で
、
大
縣
神
社
で
交
通
安

全
祈
願
も
し
て
い
ま
す
。
今
春
町
内

の
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
が
安
全

に
登
下
校
で
き
る
よ
う
に
各
小
学
校

を
通
じ
て
新
入
学
児
童
に
配
ら
れ
ま

し
た
。

町内の初老（満42歳）を迎えた有志の皆さ
んが、町内各小中学校へ備品を寄贈されまし
た。学校教育の中で、幅広く有効に活用させ
ていただきます。ありがとうございました。

ＬＥＤ照明灯が寄贈されました

譁
岡
谷
特
殊
綱
セ
ン
タ
ー
（
萩
島
）

は
会
社
設
立
４０
周
年
を
記
念
し
、
町

内
の
小
中
学
校
と
萩
島
集
会
所
に
太

陽
光
で
蓄
電
で
き
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
ソ
ー
ラ
ー
照
明
灯
を
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

同
社
は
工
作
機
械
の
心
臓
部
で
あ

る
金
属
を
製
造
加
工
し
、
大
手
工
作

機
械
メ
ー
カ
ー
に
納
め
て
い
ま
す
。

「
小
中
学
校
や
集
会
所
は
、
町
の
指

定
避
難
場
所
で
も
あ
る
た
め
、
防
犯

の
ほ
か
、
災
害
時
に
も
役
立
て
て
く

だ
さ
い
」
と
、
村
上
晋
策
取
締
役
社

長
。
大
口
町
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

初老の皆さんから寄贈

４
月
４
日
貉
、
将
来
を
担
う
若
者
の

代
表
７
名
に
、
社
本
育
英
事
業
奨
学
金

を
贈
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

社
本

莉
央

梶
田

基
紘

山
田

巧

古
市

彩
華

村
瀬

友
梨

前
川
凛
太
郎

高
橋

詩
織

大
き
く
は
ば
た
け
!!

社
本
育
英
事
業
奨
学
金
授
与
式



大
口
町
商
工
会
で
は
、
第
３７
回
夏
の

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
す

る
踊
り
の
チ
ー
ム
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
大
口
町
商
工
会
ま
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

日
時

８
月
１８
日
貍
、
１９
日
豸

場
所

大
口
町
民
会
館

第
１
駐
車
場

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

大
口
町
商
工
会

蘂
９５
―

２
５
５
７

町
内
の
子
育
て
団
体
に
よ
る
手
遊
び

や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
お
こ
な

い
ま
す
。
親
子
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

情
報
交
換
の
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
事
前
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時

５
月
１７
日
貅

午
前
１０
時
か
ら
１１
時
３０
分

内
容

ア
ロ
マ
で
虫
よ
け
作
り

※
ア
ロ
マ
の
作
成
は
先
着
３０
名

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

プ
レ

イ
ル
ー
ム

日
時

５
月
３１
日
貅

正
午
か
ら
午
後
１
時
３０
分
（
受
付
は

午
前
１１
時
４５
分
か
ら
）

内
容

親
子
で
中
学
校
を
訪
ね
て
み
ま

し
ょ
う
！

場
所

大
口
中
学
校

１
階

多
目
的

室
持
ち
物

お
弁
当
、
上
靴
、
汚
れ
物
を

入
れ
る
袋

※
お
車
で
お
越
し
の
際
は
、
体
育
館
の

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
多
目

的
室
は
北
側
「
地
域
開
放
玄
関
」
よ

り
お
入
り
く
だ
さ
い
。

生
産
緑
地
地
区
の
都
市
計
画
変
更
を

お
こ
な
う
に
あ
た
り
、
そ
の
案
を
縦
覧

し
ま
す
。

都
市
計
画
の
種
類

尾
張
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区

縦
覧
期
間

５
月
７
日
豺
か
ら
２１
日
豺

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

※
土
、
日
曜
日
を
除
く
。

縦
覧
場
所

役
場

都
市
整
備
課

※
意
見
の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
満
了

の
日
ま
で
に
、
大
口
町
に
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

そ
の
他

そ
の
他

夏
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
者
募
集

役
場
／
地
域
振
興
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
７

蘂

都
市
計
画
変
更
の
縦
覧

役
場
／
都
市
整
備
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
７
２

蘂

3月25日豸、町民会館で消防団任命式がおこな
われ、新年度役員や新入団員に任命状が手渡され
ました。平成24年度の主な役員は次のとおりです。
（敬称略）
団長 酒井孝 副団長 佐藤寿義、丹羽嘉英
分団長 鈴木寛之（秋田）、大森奈央子（豊田）、
嘉和知卓也（大屋敷）、柘植邦明（外坪）、松岡
宏修（河北）、近藤和彦（余野）、安達紀仁（上
小口）、金子正宜（中小口）、荒川雄一（下小口）

大
口
町
消
防
団

新
年
度
役
員
が
任
命
さ
れ
ま
し
た

愛知県共済生活協同組合から、消防
行政への支援活動を通じて、愛知県民
の生命や財産が守られ、安全に安心し
て生活できるような社会の実現に向か
って貢献していくという目的で、消防
広報車が寄贈されました。

消
防
広
報
車
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
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あなたの身のまわりの「まちの話題」をお寄せください。
問合せ先 役場 地域振興課 蘂95-1111 内線117
※「まちの話題」は「大口町NPO団体登録ZOOM」が取材・編集をおこなっています。

金
助
桜
ま
つ
り

堀
尾
跡
公
園

4
8

日

大
口
町
全
体
に
広
げ
た
い
ポ
ー
ル
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
。
こ
れ
、
す
ご
い
ん
で
す
。
ま

ず
普
通
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
比
べ
て
２
割

か
ら
３
割
増
で
運
動
効
果
が
得
ら
れ
ま

す
。
ま
た
姿
勢
が
良
く
な
り
、
膝
、
腰
へ

の
負
担
も
少
な
く
、
安
定
し
て
長
く
運
動

を
続
け
ら
れ
ま
す
。
ポ
ー
ル
を
持
っ
て
腕

を
振
っ
て
歩
く
だ
け
で
こ
ん
な
に
も
差
が

出
る
ん
で
す
ね
。
ご
老
人
に
は
足
腰
の
強

化
、
若
い
方
に
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
メ
タ
ボ

予
防
に
と
て
も
効
果
的
。
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

南
小
学
校
竣
工
式

南
小
学
校

3
14
水

明
日
の
学
校
づ
く
り
お
よ
び
耐
震
対
策

の
た
め
に
建
て
直
さ
れ
た
南
小
学
校
で
、

竣
工
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
を
常
に
頭
に
浮
か
べ
な
が
ら

建
設
し
た
と
い
う
校
舎
は
、
木
材
を
多
く

使
い
、
あ
た
た
か
な
雰
囲
気
。
在
校
生
が

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
歌
っ
た
「
エ
ー

ル
」
は
、
新
し
い
体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
響

き
渡
り
ま
し
た
。
児
童
の
言
葉
で
は
「
新

し
い
教
室
で
勉
強
で
き
る
の
が
楽
し
み
」

と
嬉
し
そ
う
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

大
口
町
自
慢
の
桜
が
咲
き
乱
れ
る
な

か
、
金
助
桜
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
町
制
施
行
５０
周
年
と
い
う
こ
と
で

松
江
城
姉
さ
ま
鉄
砲
隊
に
よ
る
鉄
砲
隊
演

武
、
河
北
木
遣
り
保
存
会
に
よ
る
「
木
遣

り
」、
南
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
太
鼓
の
発

表
な
ど
が
あ
り
、
お
花
見
を
さ
ら
に
盛
り

上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
お
花
見
客
に
話
を

聞
い
た
と
こ
ろ
「
金
助
桜
ま
つ
り
は
毎
年

来
て
い
ま
す
。
春
の
嵐
で
心
配
し
て
い
た

け
ど
今
年
も
桜
が
き
れ
い
に
咲
い
て
よ
か

っ
た
」
と
の
声
。

防
災
訓
練
で
災
害
に
備
え
る

大
口
町
役
場

3
10
土

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
を
前
に
、
役

場
で
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
地
図
を
用
い
て
地
域
で
大

き
な
災
害
が
発
生
す
る
事
態
を
想
定
し
検

討
す
る
図
上
訓
練
等
が
お
こ
な
わ
れ
、
参

加
者
は
皆
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
ま
た
昨
年
３
月
に
起
き
た
東
日
本
大

震
災
で
大
口
町
の
東
日
本
大
震
災
復
興
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
『
大
口
絆
つ
な
ぐ
ネ
ッ

ト
』
に
、
延
べ
３
５
６
人
が
支
援
活
動
へ

参
加
す
る
な
ど
、
町
内
で
も
防
災
へ
の
意

識
が
よ
り
一
層
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

総
合
運
動
場

3
11
日



晴
れ
渡
る
青
空
の
下
、「
桜
並
木
健
康

ジ
ョ
ギ
ン
グ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
を
偲
び
、
大
口
町
か
ら

元
気
を
発
信
し
よ
う
と
多
く
の
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
軽
快
に
走
り
抜
け
る
ラ
ン
ナ

ー
も
い
れ
ば
、「
も
う
代
わ
っ
て
ー
」
と

叫
ぶ
、
お
茶
目
な
お
父
さ
ん
の
姿
も
。
息

を
切
ら
せ
な
が
ら
走
る
ラ
ン
ナ
ー
に
、
沿

道
か
ら
は
「
頑
張
れ
頑
張
れ
」
と
大
き
な

声
援
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部
で
は
、「
五
条
川

沿
い
を
歩
く
の
は
大
好
き
な
の
。
孫
と
い

っ
し
ょ
に
参
加
で
き
て
嬉
し
い
わ
」
と
、

参
加
者
が
楽
し
そ
う
に
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
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桜
並
木
健
康
ジ
ョ
ギ
ン
グ

総
合
運
動
場

3
11
日

み
ん
な
で
祝
っ
た
大
口
町
５０
周
年

4
1

日

大
口
町
は
昭
和
３７
年
４
月
１
日
に
町
制

施
行
し
、
今
年
４
月
１
日
豸
に
５０
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
町
民
会
館
で
は
町
制
５０
周

年
記
念
式
典
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。役

場
前
で
は
『
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
バ
ー
ス
デ

ィ
！

お
お
ぐ
ち
』
が
お
こ
な
わ
れ
、
ま

ち
づ
く
り
グ
ル
メ
や
ス
ト
リ
ー
ト
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
、
丹
羽
消
防
署
に
よ
る
は
し
ご

車
体
験
等
が
催
さ
れ
、
５０
周
年
に
ち
な
ん

だ
、『
な
ん
で
も
５０
（
フ
ィ
フ
テ
ィ
ー
）』

で
は
、
５０
音
大
口
か
る
た
、
５０
ｍ
の
り
巻

き
、
５０
人
踊
り
に
挑
み
ま
し
た
。

多
く
の
町
民
と
企
業
が
参
加
し
、
大
口

町
の
誕
生
日
を
楽
し
く
祝
い
ま
し
た
。

▲50mのり巻き

▲ストリートパフォーマンス

▲『なんでも50』の司会を務めたZIP-FMの小林拓一朗さん



について
ご紹介します！9

シリーズ

バス車内・喫茶ほほえみ・憩いの四季・御桜乃里
一期一会荘・さくら総合病院・大口町役場会計室

コミュニティバスが有

償化された平成１７年８

月からの利用者数は・・

おかげさまで利用してくださる方が増え

ているわね。

平成２３年度は１日平均約３３０人の方

が利用してくださっているわ。

バスを今後もずっと走らせるために、みな

さんが利用しやすいバスを目指さなきゃ。

大口町コミュニティバス大口町コミュニティバス大口町コミュニティバス大口町コミュニティバス大口町コミュニティバス

桜
太
朗
く
ん

桜
子
ち
ゃ
ん

乗車人数乗車人数

回数券・一日乗車券回数券・一日乗車券販売場所販売場所回数券・一日乗車券販売場所

大口町コミュニティバス
が１０年目なんだって！
何人くらい利用している
のかなぁ？

平成15年3月にコミュニティバスの運行がはじまり、おか
げさまで10年目を迎えました。利用してくださる方がいてこ
そ継続できます。今後もみなさまにとって利用しやすいバス
を目指して改善をしていきます。

全路線1乗車

100円
小学生以下無料

バスに関するご意見・ご要望をお待ちしております。
バス車内、役場玄関等でアンケート箱も設置してい
ます。
問合せ先
役場 地域振興課 95-1111 内線 115
メール chiiki@town.oguchi.lg.jp

蘂
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平成24年5月号28

日時 7月1日（日） 午前8時発 午後6時30分着予定
※予備日 7月8日（日）
場所 南知多町 日間賀島
内容 タコのつかみどり・タコ飯・海鮮汁・茹でタ
コづくり・サンドアートコンテスト

対象 年少児以上の親子（ただし兄弟については要相談）
費用 一人 2,500円
定員 135名
申込み 5月27日（日）午前9時から中央公民館２階 研修視聴覚室で受け付けます。
その後は生涯学習課で随時受け付けします。

※月・火曜日を除く
※内容は変更になる場合があります。ご了承ください。
問合せ先 中央公民館 2階 生涯学習課 95-3155（月・火曜休み）

家族で協力して日間賀島の海の恵みを活かしたタコ飯を作り、つかみどりのタコを茹でて食
べます。この機会に自然をたっぷりと満喫し、親子の絆を深めましょう。

参加者
募集

蘂



平成24年5月号 29

姥捨の風習は日本の各地
にあったと伝えられておる
が、親を大切にしなさいとい
う仏教の教えを説いた説話
だとも言われておる。真実
はともかく、現代の介護施
設が姥捨山の代わりである
と考えるのは、ちと寂しい気
がするの。だがやっぱり介護
は大変なことじゃ。どのよう
に自分が老後を迎え、介護
をされたいか、元気なうちに
家族と話をしておくことが
大切じゃな。

子
ど
も
が
大
好
き
！

江
口

綾
乃
さ
ん
（
上
小
口
）

Ｈ
２
・
７
・
６
生

憧
れ
だ
っ
た
先
生

幼
稚
園
の
担
任
だ
っ
た
先
生
に

憧
れ
て
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
ず
っ
と

幼
稚
園
の
先
生
に
な
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
憧
れ
だ
け
で
ど
う
に

か
な
る
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

何
度
も
く
じ
け
そ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
と
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
行
っ
た
幼
稚
園
で
、
子
ど
も
た

ち
と
触
れ
あ
い
、
改
め
て
子
ど
も

が
好
き
な
ん
だ
と
実
感
し
た
ん
で

す
。こ

の
春
、
夢
が
叶
い
、
幼
稚
園

で
働
き
ま
す
。
先
生
に
な
れ
た
と

き
は
と
て
も
嬉
し
く
て
、
私
が
先

生
に
な
っ
て
も
大
丈
夫
だ
ろ
う
か

と
不
安
に
も
な
り
ま
し
た
。
で
も

優
し
か
っ
た
先
生
を
目
標
に
し
て
、

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
い
、

心
の
保
育
が
で
き
る
先
生
に
な
れ

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
！

学
年
最
後
の
年
に

卒
業
す
る
学
生
が
主
催
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
や

衣
装
、
ダ
ン
ス
の
振
り
付
け
も
全

部
自
分
た
ち
で
考
え
た
ん
で
す
よ
。

ダ
ン
ス
を
発
表
し
て
い
る
と
き
、

お
客
さ
ん
た
ち
が
携
帯
の
画
面
を

つ
け
て
振
っ
て
く
れ
た
と
き
は
本

当
に
感
動
し
ま
し
た
。
招
待
し
た

子
ど
も
た
ち
も
と
て
も
喜
ん
で
く

れ
て
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

取
材
に
て

し
っ
か
り
と
自
分
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
っ
た
素
敵
な
方
。
子
ど
も
た

ち
へ
の
想
い
を
熱
く
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
！

幸
広
さ
ん
（
５３
）
は
限
界
だ
っ
た

三
年
前
に
母
ふ
み
え
（
８０
）
を
引
き
取
り
、

妻
と
共
に
面
倒
を
見
て
来
た
。
引
き
取
っ
た

と
い
え
ば
聞
こ
え
は
い
い
が
、
父
が
亡
く
な

り
ひ
と
り
暮
ら
す
母
が
病
に
倒
れ
た
時
、
田

舎
か
ら
は
じ
き
出
さ
れ
る
よ
う
に
一
人
息
子

で
あ
る
私
の
も
と
に
や
っ
て
き
た
の
だ
っ
た
。

認
知
症
の
進
ん
だ
母
は
目
を
離
す
と
家
を

出
て
し
ま
い
、
遠
く
離
れ
た
警
察
に
保
護
さ

れ
る
。
迎
え
に
行
っ
た
私
の
顔
を
見
る
と
手

を
掴
み
「
田
舎
の
家
に
帰
り
た
い
」
と
言
う
。

「
暖
か
く
な
っ
た
ら
帰
ろ
う
」
と
な
だ
め
は
す

る
が
、
病
の
進
ん
だ
母
親
が
ひ
と
り
帰
る
故

郷
は
も
う
な
い
。

妻
と
も
話
し
合
い
施
設
に
入
れ
る
こ
と
を
決

心
し
た
朝
、
田
舎
か
ら
持
っ
て
来
た
母
の
身
の

回
り
品
が
入
っ
た
段
ボ
ー
ル
箱
を
整
理
し
た
。

そ
の
中
に
あ
っ
た
古
び
た
数
冊
の
大
学
ノ
ー

ト
、
そ
れ
は
自
分
を
育
て
て
き
た
日
常
を
こ
と

細
か
く
記
し
た
育
児
日
記
で
あ
っ
た
。

そ
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
そ
の
時
摘
ん
だ
で
あ

ろ
う
干
か
ら
び
た
白
詰
草
が
セ
ロ
テ
ー
プ
で

留
め
て
あ
っ
た
。
こ
ん
な
も
の
を
見
た
か
ら

と
い
っ
て
決
心
が
揺
ら
ぐ
も
の
で
は
な
い
と

思
っ
て
い
た
が
…
た
だ
た
だ
号
泣
す
る
。

き
ら
め
き
の
風
景

〜
い
く
つ
に
な
っ
て
も
男
と
女
〜

第
34
話

デ
ン
デ
ラ
（
姥
捨
山
）

△Timeからひとつまみ

町内にお住まいの
20代の皆さんがリレーで登場！vol.214

▲卒業コンサート！

５
月
13
日
（
晴
れ
）
幸
広
３
才
２
か
月

最
近
ひ
と
り
で
外
に
遊
び
に
行
く
よ
う
に

な
っ
た
。

そ
れ
で
も
山
里
の
日
暮
は
早
く
心
配
に
な

り
迎
え
に
行
く
と
、
畔
に
咲
く
花
を
摘
ん
で

い
た
。
私
の
姿
を
見
つ
け
駆
け
寄
り
「
は

い
！
」
っ
と
小
さ
な
花
束
を
差
し
出
し
て
く

れ
る
。
帰
る
道
す
が
ら
私
の
手
を
握
る
小
さ

な
手
は
愛
お
し
く
、
私
を
と
て
も
穏
や
か
に

し
て
く
れ
る
。
ゆ
き
ひ
ろ
、
生
ま
れ
て
き
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。



〇
月
×
日

晴
れ
た
日
は
毎
日
お
散

歩
♪
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
が
通
る
と
、

嬉
し
そ
う
に
立
ち
止
ま
っ
て
指
さ

し
！

ホ
ン
ト
乗
り
物
が
好
き
だ
な

ぁ
。ス

ー
パ
ー
の
カ
ー
ト
は
乗
る
よ
り
、

押
す
方
が
好
き
み
た
い
。
ち
ょ
っ
と

歩
き
に
く
い
け
ど
、
マ
マ
と
一
緒
に

カ
ー
ト
を
押
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
の

ん
び
り
お
買
い
物
。

〇
月
×
日

最
近
に
な
っ
て
や
っ
と

髪
の
毛
が
生
え
て
き
た
！
髪
の
毛
が

少
な
い
か
ら
か
、
ず
い
ぶ
ん
小
さ
く

見
え
る
ら
し
く
、
歩
い
て
い
る
事
に

驚
か
れ
る
事
が
し
ば
し
ば
‥
。

い
つ
の
日
か
床
屋
さ
ん
に
連
れ
て

行
け
る
日
が
待
ち
遠
し
い
〜
♪

〇
月
×
日

い
ろ
い
ろ
話
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
言
葉
の
中
に
、
時
折
発
音

の
よ
い
英
単
語(

く
ま
や
数
な
ど)

が

混
じ
る
の
が
お
も
し
ろ
い
！

マ
マ
が
教
え
て
い
る
ベ
ビ
ー
英
語

教
室
で
は
、
一
番
お
兄
ち
ゃ
ん
だ
か

ら
、
お
手
本
に
な
れ
る
と
イ
イ
ね
☆

五
条
川
の
並
木
道
の
桜
も
す
っ
か
り
散
っ

て
、
葉
っ
ぱ
が
生
い
茂
っ
て
き
ま
し
た
。
キ
ラ

キ
ラ
光
る
葉
桜
を
眺
め
な
が
ら
の
お
散
歩
も
、

お
す
す
め
で
す
。

（
す
ー
も
）

主
人
が
危
険
物
の
試
験
を
受
け
る
た
め
に
勉

強
中
。
問
題
文
を
読
ん
で
い
る
だ
け
で
頭
が
痛

く
な
る
と
弱
音
を
吐
き
つ
つ
も
頑
張
っ
て
い
ま

す
。

（
か
こ
）

今
年
の
Ｇ
Ｗ
は
旅
行
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

「
普
段
の
喧
騒
を
忘
れ
、
身
体
も
頭
も
癒
さ
れ

る
旅
が
し
た
い
！
」
の
一
言
で
決
ま
っ
た
計
画

で
す
が
、
な
ん
だ
か
ハ
ー
ド
な
体
育
会
系
の
合

宿
み
た
い
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。（

た
ー
ぼ
ー
）

地域振興課 蘂95-1111 内線116 薨95-1030
大口町ホームページ http://www.town.oguchi.aichi.jp/
Ｅメールアドレス info@town.oguchi.lg.jp

人 口 計 22,229人 男性 11,292人（前月比 ＋20人）
（4月1日現在） 女性 10,937人（前月比 0人）
世帯数 7,952世帯（前月比 ＋28世帯）

発 行 大口町 〒480-0144 大口町下小口七丁目155番地
編 集 広報編集委員会・大口町NPO登録団体ZOOM・地域振興課 広報おおぐちは再生紙を使用しています。

こ
ん
に
ち
は
。
平
成
２３
年
１１
月
２２

日
生
ま
れ
の
伊
藤
旭
で
す
。

僕
の
好
き
な
事
ベ
ス
ト
３
☆

３

位
お
し
ゃ
べ
り
、
２
位
抱
っ
こ
、
１

位
お
風
呂
で
す
♪

お
風
呂
で
は
赤

ち
ゃ
ん
用
の
浮
き
輪
を
つ
け
て
、
早

く
も
泳
ぎ
の
練
習
を
し
て
い
る
よ
！

４
か
月
に
な
っ
た
ば
っ
か
り
で
寝
返

り
を
マ
ス
タ
ー
し
て
お
父
さ
ん
と
お

母
さ
ん
を
驚
か
せ
た
よ
☆

東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
月
に
旭

が
お
腹
に
い
る
事
が
分
か
り
ま
し

た
。
陽
は
ま
た
の
ぼ
る
‥
そ
ん
な
前

向
き
な
意
味
を
込
め
て
「
あ
さ
ひ
」

と
名
付
け
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
い

っ
ぱ
い
遊
ん
で
た
く
さ
ん
寝
て
す
く

す
く
元
気
に
育
っ
て
ね
。

は
じ
め
ま
し
て
。
２
０
１
１
年
１１

月
１１
日
生
ま
れ
の

野
く
る
み
で

す
。
３
６
５
４
グ
ラ
ム
で
誕
生
し
ま

し
た
。
お
腹
に
い
る
時
か
ら
足
蹴
り

が
得
意
で
、
マ
マ
の
肋
骨
を
蹴
飛
ば

し
て
い
ま
し
た
。
今
で
も
布
団
を
蹴

り
上
げ
た
り
、
タ
イ
ツ
を
バ
タ
足
で

脱
い
だ
り
と
、
な
で
し
こ
キ
ッ
ク
は

日
々
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
中
！

少
し
泣

き
虫
な
と
こ
も
あ
る
け
れ
ど
、『
女

は
愛
嬌
』
が
モ
ッ
ト
ー
で
、
み
ん
な

に
笑
顔
を
振
り
ま
い
て
い
ま
す
。
パ

パ
と
マ
マ
の
つ
ま
ら
な
い
ギ
ャ
グ
や

変
顔
に
も
笑
っ
て
あ
げ
て
い
ま
す
。

大
口
町
の
皆
さ
ん
、
キ
ッ
ク
＆
ス

マ
イ
ル
の
く
る
み
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
ね
！

ど
こ
か
で
会
え
た
ら
と
び

き
り
の
笑
顔
で
ご
挨
拶
し
ま
す
！

No.666No.667

たかの くるみ ちゃん いとう あさひ くん

（
大
屋
敷
）お

父
さ
ん

野

義
智

お
母
さ
ん

薫

（
余
野
）

お
父
さ
ん

伊
藤

明

お
母
さ
ん

直
子

西
岡

宏
美
さ
ん

遼
河
く
ん

Ｈ
２２
・
８
・
１６
生

下小口

vol.218
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